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彼女の信念は固く、ディヤルバキルでは賛同者のみと
面談し、アンカラでのトルコ大統領夫人主催の晩さん
会には、クルド系ビジネスマンは招待されず、オザル
大統領夫人との間ではクルド労働者党（PKK）につ
いてのかみ合わない会話があったという。しかし、彼
女の功績であろう、1989年10月にはクルド問題に関す
る初めての国際会議がパリで開催され、クルド系トル
コ国会議員7名が参加した。さらに、パリ市内の古い
が瀟洒な建物のなかにヨーロッパで初めての「クルド
学院」が設立され、フランス大統領が交代した後も存
続した。国外に逃れているクルド人にとっての聖地の
ような場所であるうえ、PKKの影響が比較的弱い稀
なセンターであったそうだ。
しかし、フランスにおけるこうした好意的な風向き
も、ミッテラン大統領の退陣とともに弱まっていった。
それに代わって、EUとして人道主義の立場からクル
ド問題が言及されることが増えた。まず、1991年には
欧州理事会が、湾岸危機によるクルド人その他の難民
への緊急人道支援を承認している。1995年には、欧州
議会（EP）が基本的人権の確立への貢献者として表
彰する「サハロフ言論自由賞」を、クルド系女性国会
議員レイラ・ザーナに与え、その意義について、以下
のように述べている。「レイラ・ザーナへの賞の授与
は、欧州議会がトルコにおけるクルド問題の平和的解
決、人権擁護のために戦う人々を支持することを示す
メッセージである。」この授賞は、EUのクルド理解と
いう観点から象徴的である。トルコのクルド系政党は、
クルド分離主義にたち武装闘争を繰り広げるPKKと
何らかの結びつきがあることは多くの人が理解してい
ることであったし、ヨーロッパでの武装闘争が1993年
頃には過激化しており、EU加盟国はPKKをテロ組織
とみなすようになっていた。その一方で、特にトルコ
国内のクルド政策は非人道的かつ非民主的であるとし
て、EUは批判的であった。即ち、ヨーロッパにとっ
て「クルド」とは、国際社会の人道的支援の対象であ
ると同時に、忌むべきテロリストという認識もあった。
●EU加盟交渉のなかのクルド
すでに述べたように、EUはクルドを特定した何ら
かの政策を打ち出しているわけではない。EUの加盟
候補国には、民主主義、少数者集団の人権保護、法に
よる統治、市場経済という4つの基準に沿った国内改
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